
豊かな未来、社会の期待に化学で応える
“The e-Material Global CompanyⓇ”

証券コード4186

第92期　報告書
2021年1月1日～2021年12月31日

ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザイン
の文字を採用しています。〒 211-0012　神奈川県川崎市中原区中丸子 150 番地

電話　044-435-3000（代表）

株主メモ
ご注意
1．住所変更、単元未満株式（100株未満の株式）の買取請求その他各種

お手続きにつきましては、口座を開設されている証券会社等にお問い
合わせください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、左記
特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。
なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店においてもお取り次ぎいたします。

3．未受領の配当金につきましては、当社定款の規定により、支払開始日
より満3年を経過いたしますとお受け取りいただけませんので、お早
めに最寄りの三菱UFJ信託銀行本支店でお受け取りください。

事 業 年 度 毎年1月1日から12月31日まで
定時株主総会 毎年3月
基 準 日
期 末 配 当 金 毎年12月31日
中 間 配 当 金 毎年6月30日

その他必要ある場合は、取締役会の決議により、
あらかじめ公告いたします。

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

（連絡先）東京都府中市日鋼町1-1
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-232-711（通話料無料）

（郵送先）〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

単 元 株 式 数 100株
公 告 の 方 法 電子公告により行いますが、事故その他やむ

を得ない事由によりできない場合は、日本経
済新聞に掲載して行います。

（公告掲載URL）
   https://www.tok.co.jp/company/public_notice.html

上 場 取 引 所 東京証券取引所　市場第一部
証 券 コ ー ド 4186

株式に関するお手続きについて

お手続き、ご照会等の内容
お問い合わせ先

証券会社等の口座に
記録された株式

特別口座に記録された
株式

▪単元未満株式の買取・買増請求
▪住所・氏名等のご変更
▪配当金の受領方法の指定（注）
▪マイナンバーに関するお届け・ご照会

口座を開設されている
証券会社等 左記の特別口座の

口座管理機関

▪特別口座から一般口座への振替請求

▪支払期間経過後の配当金に関するご照会
▪郵送物等の発送と返戻に関するご照会
▪株式事務に関する一般的なお問い合わせ

左記の株主名簿管理人

（注）  特別口座に記録された株式をご所有の株主様は、配当金の受領方法として「株式数比例配分方式」
はお選びいただけません。

IRメール配信を行っています。ぜひご登録ください。� https://rims.tr.mufg.jp/?sn=4186 ▶▶▶

　当社は、2022年4月に東京証券取引所の「プライム市場」へ移行いたします。
「プライム市場」で求められる高いガバナンス水準に対応すべく、当社グループ
は「 豊 か な 未 来、 社 会 の 期 待 に 化 学 で 応 え る “The e-Material Global 
CompanyⓇ”」 という経営ビジョンのもと、これからもコーポレート・ガバナン
スの充実に取り組み、持続的成長と企業価値の向上に努めてまいります。

　「tok中期計画2024」の始動にともない、
2022年より企業広告を刷新し、表紙にも採
用しました。より豊かな未来を創造する当社
グループの技術と挑戦をデザイン化していま
す。新聞・雑誌広告をはじめ、空港・鉄道駅
などでご覧いただけます。

「プライム市場」への移行 企業広告を刷新



　当期末の配当分より、株主の皆様への安定的かつ継続的
な利益還元のため、DOE（連結純資産配当率）3.5％から
4.0％を目処とする配当方針に変更いたしました。この方針に
基づき、当期末の普通配当につきましては、当初予想から32
円増配し94円としました。このことにより年間配当金は、第2
四半期末配当金62円と合わせ1株につき156円としました。

　当社グループでは、今期より新たな経営指針となる「tok
中期計画2024」が始動しました（3ページでご報告します）。
これは、「TOK Vision 2030」から未来起点で設定し、

2030年に向け “Boost up”していくため、具体的に実践
する最初の中期計画であり、達成すべき戦略的な通過点と
なります。
　「tok中期計画2024」の初年度については、エレクトロニ
クス市場の高い稼働率が今期も継続すると考えております。
これを背景に、売上高は1,621億円を予想しており3期連
続で過去最高の売上高を更新する見通しです。また、営業
利益についても、引き続き原材料価格の高騰の影響を受
けるものの、営業活動の成果と、各種フォトレジストを中心
とした高付加価値製品の売上増加から増益基調は続く見
込みであることから246億円を予想しており、3期連続の
過去最高益を見込んでおります。
　今後も、株主の皆様のご期待に応えられるようグループ
一丸となって邁進してまいりますので、株主の皆様におか
れましては、より一層のご支援を賜りますようお願い申し
あげます。

　当期のエレクトロニクス市場は、５Ｇ※1やIoT※2等の普及
に加え、テレワークの浸透やクラウドサービス利用の拡大
等により、パソコンやデータサーバー向けの半導体需要が
好調に推移しました。
　このような情勢下において当社グループは、「tok中期計
画2021」に掲げた全社目標「TOKグループがやるべきニッ
チな市場を開拓する」を達成すべく、マーケティングを強化し、
顧客の新たな価値創造に結びつける取組みとして、中国で
販売子会社の設立や営業部門の組織再編をしました。また、
次世代半導体材料開発を促進するため産官学連携を強化
したほか、製品の品質や生産技術の向上を加速させる体制
の構築を図りました。さらに、経営資源のより有効な活用を
目的としたバランスシートマネジメントの推進など、経営基

盤の強化に向けた諸施策を着実に実施した一方で、感染症
拡大防止に向けた措置を講じながら事業活動の継続にも取
り組んでまいりました。
　この結果、当期の売上高は1,400億円となりました。
　材料事業は、旺盛な半導体需要に支えられ、エレクトロ
ニクス機能材料、高純度化学薬品の販売が好調に推移し、
売上が大幅に増加しました。装置事業は、部品調達の遅延
や渡航制限を受けた装置立ち上げの長期化により、売上
が減少しました。利益面では、原材料価格の高騰による影
響があったものの、営業活動の成果や高付加価値製品の
売上増加により営業利益は207億円となり、売上、利益面
ともに2期連続で過去最高を更新しました。

※1 第5世代移動通信システム　※2 モノのインターネット

代表取締役�取締役社長

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り
厚く御礼申しあげます。
　当社グループの第92期の業績および今後の取組みにつきま
してご報告申しあげます。

Q1
第92期における市場環境および
業績について教えてください。

技術の研鑽と企業価値の向上を続け、
社会の期待に化学で応える。
2030年に向けて“Boost�up�TOK!!”

第90期 第91期

60

60
120

60

64

30
154

記念配当

（単位：億円）売上高／営業利益 （単位：円）配当金の推移 （単位：億円）業績予想（通期）
売上高 営業利益 期末第2四半期

第92期

62

94
156

1,028
1,175

第90期 第91期

95

155

1,400

第92期

207

第93期（予想）
増減率

売 上 高 1,621 15.7％増

営 業 利 益 246 18.8％増

経 常 利 益 251 15.9％増

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 167 5.9％減

当社のウェブサイトで2021年12月期決算説明会の模様をご覧いただけます。
当社ウェブサイト IR情報 決算説明会ビデオ https://www.tok.co.jp/ir/movie

Q2 配当金については、いかがですか？

Q3
第93期の見通しについて
教えてください。

株主の皆様へ
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郡山工場◀

相模事業所◀

▶御殿場工場

▶阿蘇工場

熊本県に新たな工場用地を取得
住所：熊本県菊池市旭志川辺地内（菊池テクノパーク）　　土地面積：128,773.74㎡

特 �集

　　　中期計画2024 2030年に向けた基盤づくり

　当社グループは、「自由闊達」、「技術のたゆまざる研
鑽」、「製品の高度化」、「社会への貢献」という経営理念の
もと、長期ビジョン「TOK Vision2030」で設定した経
営ビジョン『豊かな未来、社会の期待に化学で応える

“The e-Material Global Company®”』の達成に向け
て、本中期計画を5つの全社戦略を中心に推進し、事業
活動を通じて社会への貢献と企業価値の向上に取り組
んでまいります。

　当社グループは、今後も高い水準で推移することが見
込まれる半導体生産のグローバルサプライチェーンの
コアとなる国内拠点の強化のため、3年間で約450億円
という過去最大規模の設備投資を計画しています。

　これは、半導体製造用材料の生産能力の増強や品質管
理のさらなる強化、国内工場のスマート化などのための
投資です。さらに生産基盤の一層の強化を図るために、
熊本県に新たに工場用地を取得いたしました。

「tok中期計画2024」の概要

2030年に向けて “Boost up TOK!!”
全社戦略 最終2024年度における業績目標

1  先端レジストのグローバル
シェアを向上させる

2  電子材料および新規分野で
のコア技術を獲得・創出する

3  高品質製品の安定供給と
グループに最適な生産体制
を検討・構築する

4  従業員エンゲージメントを
向上させ人を活かす経営を
推進する

5  健全で効率的な経営基盤を
整備する

※1  EBITDA＝営業利益＋減価償却費
※2  ROE（自己資本利益率）

R O E ※2 8.0%以上を維持

実績
176億円

売上実績
1,052億円

実績
271億円

売上実績
1,400億円

目標

350億円
以上

売上目標

1,800億円以上

2018年12月期
tok中期計画2018 最終年度

2021年12月期
tok中期計画2021 最終年度

2024年12月期
tok中期計画2024 最終年度

売上高

EBITDA※1

新たに「tok中期計画2024」（2022年度～2024年度）を策定いたしましたのでお知らせいたします。
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エレクトロニクス
機能材料 高純度化学薬品 プロセス機器 　KrFフォトレジストの世界トップメーカーであ

る、当社グループが提供する厚膜KrFフォトレジス
トは、3次元の構造を持つ3D-NANDフラッシュメ
モリの製造に欠かせない材料です。3D-NANDフ
ラッシュメモリは、データ保存領域を従来の平面
上から垂直方向に積み重ねる（積層）ことで大容量
化を達成しております。この積層構造を加工する
のに厚膜KrFフォトレジストが使われています。
　3D-NANDフラッシュメモリは、スマートフォ
ンの動画・写真や音楽などの保存のほかに、大量の
データ保存が必要なデータセンターやクラウド
サービス向けにも用途が広がっています。当社グ
ループは厚膜KrFフォトレジストの提供を通して、
社会の期待に化学で応え、豊かな未来の実現に貢
献していきます。

　プロセス機器部門の売上高は、前年を下回る23億
29百万円（同17.1％減）となりました。これは、新型
コロナウイルス感染症の影響による部品調達の遅延
や渡航制限を受けた装置立ち上げの長期化が主な要
因です。

部門別売上高構成 部門別売上高推移

56.8% 41.3% 1.7%

通期

（単位：億円） 部門別売上高構成 部門別売上高推移 （単位：億円） 部門別売上高構成 部門別売上高推移 （単位：億円）

第91期第90期 第92期

794
658

582

通期

第91期第90期 第92期

487
578

406

通期

第91期第90期 第92期

23
28

38

部門別売上高 794億円 部門別売上高 578億円 部門別売上高 23億円

　高純度化学薬品部門の売上高は、前年を大幅に上
回る578億4百万円（同18.6％増）となりました。こ
れは、最先端半導体製造プロセスに使用される半導
体用フォトレジスト付属薬品の販売が好調に推移し
たことが主な要因です。

部門別売上高構成 部門別売上高推移

56.8% 41.3% 1.7%

通期

（単位：億円） 部門別売上高構成 部門別売上高推移 （単位：億円） 部門別売上高構成 部門別売上高推移 （単位：億円）

第91期第90期 第92期

794
658

582

通期

第91期第90期 第92期

487
578

406

通期

第91期第90期 第92期

23
28

38

部門別売上高 794億円 部門別売上高 578億円 部門別売上高 23億円

　エレクトロニクス機能材料部門の売上高は、前年
を大幅に上回る794億91百万円（前年度比20.7％
増）となりました。これは、5G、IoT関連やデータ
サーバー向けなどの旺盛な半導体需要に支えられ、
半導体用フォトレジストや高密度実装材料の売上が
増加したことが主な要因です。

部門別売上高構成 部門別売上高推移

56.8% 41.3% 1.7%

通期

（単位：億円） 部門別売上高構成 部門別売上高推移 （単位：億円） 部門別売上高構成 部門別売上高推移 （単位：億円）

第91期第90期 第92期

794
658

582

通期

第91期第90期 第92期

487
578

406

通期

第91期第90期 第92期

23
28

38

部門別売上高 794億円 部門別売上高 578億円 部門別売上高 23億円

材料事業 装置事業 製品紹介

厚膜KrFフォトレジスト

事業別営業の概況

3D-NANDフラッシュメモリ
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第92期 第92期第91期

負債純資産合計
2,011

負債純資産合計
2,172

固定資産
983

流動資産
1,188

固定資産
1,042

流動資産
969

第91期

資産合計
2,011 流動負債

396

純資産
1,599

流動負債
251

固定負債
159

資産合計
2,172

固定負債
124

純資産 
1,651

ー資 産 の 部ー ー負 債・純 資 産 の 部ー

第92期

427

現金及び
現金同等物に
係る換算差額
+16 414

現金及び
現金同等物の
期首残高

現金及び
現金同等物の
期末残高

    営業活動による
キャッシュ・フロー
+197

1
    財務活動による
キャッシュ・フロー
△181

3

    投資活動による
キャッシュ・フロー
△45

2

売上原価 905
販売費及び一般管理費 288

特別利益 48
特別損失 ６
法人税等 62
非支配株主に帰属する
当期純利益 17

第91期

売上高
1,175

売上高
1,400

経常利益
161

営業利益
155 親会社株主に

帰属する
当期純利益
99

経常利益
216

親会社株主に
帰属する
当期純利益
177

第92期

営業利益
207

営業外収益 12
営業外費用 3

自己資本比率 （単位：%）1株当たり当期純利益 （単位：円）

第90期 第91期

430.7

130.0

239.4

第92期 第91期第90期 第92期

71.7

75.3
77.5

資産の部
・  現金及び預金と受取手形及び売掛金が増

加したことにより、流動資産が増加。

・  長期預金の短期振替で投資その他の資産
が減少したことにより、固定資産が減少。

負債・純資産の部
・ 支払手形及び買掛金、長期借入金の短期

振替で短期借入金が増加したことによ
り、流動負債が増加。

・ 為替換算調整勘定が増加したことによ
り、純資産が増加。

連結キャッシュ・フローの概要 （単位：億円）

1 営業活動による
　 キャッシュ・フロー

  税金等調整前当期純利益の確保によ
る増加。

2 投資活動による
　 キャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出。

3 財務活動による
　 キャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出。

連結貸借対照表の概要 （単位：億円） 連結損益計算書の概要 （単位：億円）

連結財務諸表
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自己株式2,232千株は、「個人・
その他」に含めております。

※

金融機関
15,637千株
36.71%

金融商品取引業者
1,697千株
3.98%

外国法人等
10,860千株
25.50%

その他の法人
6,399千株
15.02%

個人・その他
8,005千株
18.79%

株　主　名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 4,668 11.57
株式会社日本カストディ銀行(信託口) 2,308 5.72
明治安⽥生命保険相互会社 1,826 4.52
NATIONAL FINANCIAL SERVICES LLC 1,446 3.58
株式会社三菱UFJ銀行 1,207 2.99
株式会社横浜銀行 1,026 2.54
公益財団法人東京応化科学技術振興財団 984 2.44
三菱UFJ信託銀行株式会社 953 2.36
三菱UFJキャピタル株式会社 860 2.13
東京海上日動⽕災保険株式会社 857 2.12

発行可能株式総数 197,000,000株
発行済株式の総数 42,600,000株
 (自己株式2,232,751株を含む)
株  主  数 12,763名

（注） 1　当社は、自己株式を2,232千株保有しておりますが、上記大株主から除いております。
 2　 持株比率は、発行済株式の総数から自己株式を除いた株式数(40,367,249株)を基準に算出し

ております。

株式の状況

大株主（上位10名）

社　　　名� 東京応化工業株式会社
 TOKYO OHKA KOGYO CO., LTD.
設　　　立� 1940年10月25日
資　本　金� 14,640,448,000円
従 業 員 数� 1,816名（連結）
 （当社グループから当社グループ外への出向者および嘱託者を除く）
本社所在地� 〒211-0012
 神奈川県川崎市中原区中丸子150番地
 電話044（435）3000（代表）

取締役および監査役
代表取締役 取締役社長 種 市 順 昭
取 締 役 佐 藤 晴 俊
取 締 役 水 木 國 雄
取 締 役 村 上 裕 一
取 締 役 鳴 海 裕 介
取 締 役 土 井 宏 介
社 外 取 締 役 栗 本 弘 嗣
社 外 取 締 役 関 口 典 子
社 外 取 締 役 一 柳 和 夫
社 外 取 締 役 安 藤 　 尚
常 勤 監 査 役 徳 竹 信 生
社 外 監 査 役 竹 内 伸 行
社 外 監 査 役 上 原 忠 春
社 外 監 査 役 梅 﨑 輝 喜

執行役員
※ 執行役員社長 種 市 順 昭
　 専務執行役員 台湾東應化股份有限公司 董事長兼総経理 入 野 浩 一
※ 常務執行役員 総務本部長 水 木 國 雄
※ 常務執行役員 営業本部長兼開発本部長 土 井 宏 介
※ 執 行 役 員 材料事業本部長

TOK尖端材料株式会社 代表理事社長 村 上 裕 一
※ 執 行 役 員 新事業開発本部長 鳴 海 裕 介
　 執 行 役 員 プロセス機器事業本部長 本 川 　 � 司

執 行 役 員 経営企画本部長 山 本 浩 貴
執 行 役 員 経理財務本部長 髙 瀬 興 邦
執 行 役 員 上海帝奥科電子科技有限公司 董事長 渡 邊 直 樹
執 行 役 員 トウキョウ・オーカ・コウギョウ・アメリカ・

インコーポレーテッド取締役社長 大 高 正 次
執 行 役 員 TOK尖端材料株式会社 代表理事副社長 金 　 � 基 泰
執 行 役 員 開発本部副本部長 大 森 克 実
執 行 役 員 営業本部副本部長 辰 野 直 樹
執 行 役 員 材料事業本部副本部長 塩 谷 和 幸

（注）※印を付した執行役員は、取締役を兼務しています。

会社概要

役　　員  2022年3月30日現在

所有者別株式分布状況

トピックス

TOKのIR活動 株主様アンケート　集計結果のご報告
　当社グループは、会社情報を株主、投資
家の皆様にご理解いただくため、透明性、
公平性、継続性を基本とした情報開示を徹
底し、IR活動に取り組んでいます。当期は、
新型コロナウイルス感染症対策を徹底した
上で個人投資家説明会や、インターネット
を利用したオンライン決算説明会を実施し
ました。

　また、当社グループの事業活動をス
テークホルダーの皆様により深くご理解
いただくための冊子

「統合レポート2020」
は、WICIジャパン
統 合リ ポー ト・ア
ウォード2021にお
いて2年連続で「特
別企業賞（Bronze 
Award）」の評価を
受けました。

　第92期中間報告書に同封したはがきを通じて、株主の皆様に
アンケートを実施いたしました。多くの株主様よりご回答いただ
き誠にありがとうございました。頂戴しましたご回答の一部では
ございますが、アンケート結果をご紹介させていただきます。

株主の皆様からの貴重なご意見を参考にさせていただき、分か
りやすい報告書の作成やIR活動の充実に努めてまいります。

https://www.tok.co.jp/ir/library/annual

保有期間

実施期間 2021年9月7日～10月7日　　返信数 1,362通

その他
15.8％

当社
ホームページ
4.6％当社を

特集した
テレビ番組
4.8％

当社ホームページを除く
金融情報サイト
8.2％

会社四季報・
日経会社情報
28.3%

情報誌・新聞
26.5%

証券会社の
推奨
11.8％

半年未満
15.1%

半年～
1年未満
32.6%

1～2年未満
17.0%

2～3年未満
7.4%

3～5年未満
4.4%

5～10年未満
4.9%

10年以上
18.6%

当社株式
購入の

きっかけ
（複数回答）

売却済み(一部売却を含む)
4.5%

継続保有
（株価水準によらず

売却予定は当面ない）
68.0%

差益が出れば売却
24.9%

差損が出れば売却
2.6%

今後の
保有方針

当冊子は、ウェブサイトに掲載しております
のでぜひご覧ください。
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